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２０１３年度社会学科 卒業論文・修士論文題目一覧
＜卒業論文＞
【宇都榮子ゼミナール】
「空間」と「モノ」から考える家族のコミュニケーション
片田 早紀
東日本大震災を経て確立した防災教育と子どもたちの生活
―防災教育の視点から「生きる力」を育むには―
今野 希洋
東日本大震災のコミュニティで考える防災の未来横山 史恩
子育て支援としての学童保育―「子育て」と「子育
ち」の両面から考える― 岩木 沙織
子どもたちにとって食事とは―大舎制とグループ
ホームの比較から見えてくること― 山口 つづり
日本における子供の貧困の実態と動向についての一考察
山崎 萌
発達障害と児童虐待の関係性について 栗原 智子
子ども家庭支援センターによる母親の子育て支援三富 千遥
時代の変化がもたらした子どもたちの学力～生活時
間からみる～ 谷藤 里菜
日本に住む外国人の子どもの教育 長友 翔吾
しつけと虐待の現状と課題 大塚 彩音
障がいをもつ子どもと家族のニーズ～セルフヘルプ
グループを通して～ 三村 奈々恵
【大矢根淳ゼミナール】
現代の若者像を明らかにする～参与観察と若者への
インタビューを事例に～ 太田 裕子
風評被害により変容した対他的アイデンティティを
払拭する観光の可能性をさぐる～「ふくしまに元
気を！JTBオーガニックコットンプロジェクト」
の参与観察から～
五十嵐 海香
高層マンションにおける自主的コミュニティ空間＜
一杯会＞の磁場としての役割を考察する～オラリ
オンサイト管理組合元理事長へのインタビュー調
査から～ 木下 亜紀
生活防災によって現代に再構築される近代教育シス
テム創成期における「おらが学校」精神～浜川中
学校への参与観察より～ 星野 凌汰
ゆとり教育を境に過去と現在の地域社会の厳格主義
は衰退したのか～家庭・学校以外で子供に関わっ
ている地域の方のインタビュー調査から考察する
～ 佐藤 詠海
歴史的事象が個人に与える影響を規範内在化メカニ
ズムから例証する～大東亜戦争末期を国民学校で
過ごした祖母のライフストーリーを通して～ 堀込 瞳
『津浪と村』から読み解く浸水常襲地域における
「避災」体制～青森県八戸市江陽地区に住む親戚
へのインタビュー調査を通して～ 前田 由香理
「近助」から地域に生まれる共同性を考察する～大
磯町馬場地区自主防災会の聞き取り調査を通じて
～ 篠崎 瑞貴
例大祭にみられる公共性的萌芽を考察する～中野島
稲荷神社の氏子・宮司への聞き取り調査から～
浜岡 百合子
台日交流古民家移築事業における社会関係資本概念
～「まち・コミュニケーション」の参与観察から
～ 砂 洋子
首都直下型地震への若者の防災意識はなぜ高まらな
いのか～グループインタビューから読み取る“日
本独特の災害観や横並びの意識”と“若者らし
さ”の混在による影響～ 小林 孝輝
年齢階梯制から見える川崎市多摩区中野島青年会の
自主独立性を考察する～青年会・消防団 OBへの
インタビュー調査を通して～ 吉原 絵美
女子プロ野球の「長老」と呼ばれる川保麻弥の２９年
間のライフヒストリー～男性中心社会への女性参
入の現状～ 大野 由佳
【勝俣達也ゼミナール】
ジョブカフェにおける若者就職支援について 田代 瞳
企業内における就業支援策は女性の思いにどう向き
合っているか 小林 未季
母子世帯における貧困の世代間連鎖と時間の関連性
横山 千夏
現代日本におけるコミュニティデザインの可能性
吉田 貴恵
若年労働者の労働動機―仕事を続けていくためのモ
チベーション― 岡田 勇太
監視社会は私たちに何をもたらすのか―意図せざる
結果について― 中谷 里沙
スポーツ・ボランティアと普通のボランティア 高橋 一将
階層化される日本教育と NPOがそれに与える影響
小西 武尊
日本における長時間労働とサービス残業 島田 雄貴
採用基準の言語化がもたらす影響とは―就職活動生
の行動様式― 原田 洋一
レジチェッカーの対応評価から見る感情労働の現状
の考察 梅本 秀慶
【金井雅之ゼミナール】
ICT活用授業と学力の関係―PISAデータからみる
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学力向上の要因― 伊藤 志保
共働き男性における追加出生希望の規定要因―性別
役割規範の希薄化の影響― 下川 桐花
学校外教育経験が社会的地位に及ぼす影響―なぜ
人々は学校外教育に投資するのか― 丹野 晃輔
若年層未婚者における独身理由の形成要因―「目
標」化する結婚 ― 星野 晴輝
若年層の就業問題―フリーターからの離脱― 堀井 美也
投票行動と情報接触機会―若年層の投票率向上を目
指して― 茅野 真也
【川上周三ゼミナール】
現代社会における依存と自立 大井手 美慧
多様化するマンガ文化と大衆意識の変化 望月 純平
ホロコーストとジェノサイド～繰り返される悲劇の
根底を探る～ 川口 剛史
日本社会がイレズミを受け入れるためには 松田 未侑
ゆるキャラと妖怪の関係性～機能分析と社会背景か
ら読み取る～ 田丸 尚和
同性愛の差別意識と反差別に向けて 花崎 敦朗
現代における決め方の問題点とその課題～誰もが納得
して物事を決めるためにはどうするべきなのか～
大藤 康弘
ファッションと流行 細野 裕菜
キャラから見る若者文化 松瀬 佳那美
お笑い芸人が好まれる現代社会 並木 利恵
アイデンティティの発達からみる博物館教育の意義
長橋 未麻
酒の歴史と東京の居酒屋 松本 幸恵
日本における教育の平等性―教育は平等か― 新井 和樹
ロックミュージックの変化と日本のロック 猿井 岳
【後藤吉彦ゼミナール】
日本において「同性婚」が認められない理由―見え
ない存在にされた当事者たち― 松村 彩香
「ゆとり世代」のマイナスイメージの構築 菊池 優
ファッションにおける個性の表現―「私らしさ」の
重要性― 佐藤 領祐
現代に残る「ダブルミーニング」 重田 優平
ヴィジュアル系が社会に与える影響―男性らしさの
変化― 笹原 直人
グラフィティをなぜ描き続けるのか―グラフィティ
ライターと現代美術家との比較― 並木 泰子
女性たちの化粧行動から見られるマスメディアの影響力
―画一化される価値基準とそれに縛られた女性像―
田中 亜季奈
テニスを再び活性化させるには 西井 綾
フラッシュモブの変化 ―境がなくなるデモとフラ
ッシュモブ― 荒山 由依
模倣の文化―「ものまね」による文化の再創― 堀田 恭平
『やまとなでしこ』の魅力―構造主義・物語論・
オーディエンス分析による考察― 佐藤 雅俊
バカッタ―と呼ばれる「炎上」―写真の意味の変容
しやすさと加速するテクノロジー― 三輪 浩之
【佐久間孝正ゼミナール】
無縁社会に生きる私たちの現状とこれからの行方会田 有希
商店街の繁栄と衰退 ―商店街の持つ可能性を探る
― 佐藤 良
家族形態の変化から見た高齢者問題 日野杉 純哉
農村コミュニティの変化と現代農村社会への影響上野 裕道
生涯スポーツの理論から考える青少年とスポーツの
関係―求められるスポーツの形― 八幡 幸大
中山間地域の農業による持続的な地域活性 菅谷 彩音
「ひきこもり」という現象を見つめる 坂本 修一
なぜ晩婚化は進むのか 犬塚 さくら
東日本大震災被災地域におけるボランティアの役割
重田 大輔
【嶋根克己ゼミナール】
貨幣が生み出す経済的連帯と社会的排除―虚構性を
超えて― 町田 英治
閉ざされた教育と文明の衝突―イスラーム過激派を
テロリズムに走らせる要因― 廣澤 彩
揺らぐ男性性から共働き社会の構築へ―「男性稼ぎ
手」モデルからの脱却― 福井 優里香
児童文学からみる子どもと大人の境界線 泉谷 佳奈
日本人の競争社会観―言説分析の立場から― 大木 貴統
現在のカリスマは真にカリスマと言えるか―ウェー
バーのカリスマ論を読者モデルに用いて― 青木 健太
自分らしさ志向から見る現代人の自己観念―他者依
存的であることが「らしさ」へ拘束する― 門 千聖
「日常生活におけるカースト行為」と虚栄心の関連
性―社会的存在としての挑戦― 青木 文南
「縮小する世間」とマナーの局所化―他者がいるこ
との意味― 山内 夏穂
流行の発生と拡散―差異化と模倣の視点から― 細川 英里
臓器移植と自己決定の重要性―見えにくい死を観え
る死へ― 荒井 未来
【塚越健司ゼミナール】
SNSと現代コミュニケーション 吉田 夏子
メディアがもたらす家庭への影響 神山 航
近代から現代における少女のアイデンティティ形成
～少女崩壊のなかでのアイドル戦国時代～ 佐藤 潤子
教師からみるスクールカースト―これからの学校の
姿― 竹内 麻子
学生アルバイトのモチベーションと企業努力―アル
バイトに求める付加価値― 石田 光
アーキテクチャの可能性―よりよいインターネット
社会のために― 紅林 弘巳
メディアの多様化による音楽購買活動への影響 井田 裕章
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オンラインコミュニケーションの魅力と大学生にお
けるその実態調査 竹内 歩
ソフトニュースという視点からみるテレビニュース
の娯楽化傾向 今村 美樹
Twitterにおける実況行為について 高橋 渉
女子大学生における父親との関わり方 城山 愛
現代日本の若者とノンバーバル・コミュニケーショ
ンの必要性 三澤 友美
『再帰的近代化』における「オタク」の境界―ラベ
リングしあう若者達― 国島 由樹
「再帰性」から見る現代日本における大学生の自己
表現―「意識の高い学生」はなぜ増えたのか―
清水 ありさ
【永野由紀子ゼミナール】
スポーツにおける社会と個人 新斗米 美咲
公共空間における儀礼的無関心 福田 純平
高齢者にとって本当に必要な支援とは？ 平尾 啓祐
働く女性と日本の少子化問題 山崎 里菜
家庭と仕事についての意識と現実 板垣 有紀
老親扶養の現状と老親扶養意識の変化からみる高齢
者支援のゆくえ 米井 紗央里
音楽がもつ社会的影響力―東日本大震災後の音楽イ
ベントの事例― 森川 加菜
子育てに関するジェンダー規範とアロマザリングへ
の展望 圓佛 綾子
日本におけるルームシェア 帯刀 裕央
大学生のボランティア意識 箕輪 雄
【馬場純子ゼミナール】
ギャンブル依存症の助長～日本のパチンコ及びパチ
スロ業界から～ 伊藤 真也
生活保護の現状と課題―生活保護は必要な人に届い
ているのか― 梶原 梨恵
アニマルセラピーはなぜ日本で広まらないのか 鈴木 理紗
精神障害者の自立のための支援とは 加藤 啓子
パラリンピックから見る日本の障害者スポーツの現
状 沢田 諒介
社会が教育に与える影響 箕輪 侑
社会福祉施設と地域コミュニティの関係 伊藤 悠貴
少子高齢化における高齢者雇用と女性雇用の必要性
西野 達也
出生前診断と選択的人工妊娠中絶 小梛 由香里
【樋口博美ゼミナール】
就活生を精神的に追い詰めていく現代日本の就職活
動の仕組み 河上 健一郎
学級で発生する「いじめ」の要因とは―教室が持つ
閉鎖的性質― 武笠 太一
企業社会に組み込まれた余暇と労働―労働者を取り
巻く環境と意識― 田端 絵梨
草食系男子の増加とその背景から見る男女平等社会
―若者の草食化は何を意味するのか― 蕪木 真
現代の男性ファッションの変容は何故起きるのか―
男らしさからの解放・自由― 和田 雄磯
地域ブランドはなぜ増加したのか―消費社会と地方
自治の観点から― 大塚 奈帆美
若者が SNSに求める繋がりとは―デジタルネイテ
ィブ世代のコミュニケーションの現状― 野崎 瑠里子
現代社会が若者世代に与える影響について―なぜ現
代の若者は夢がないと言われるのか― 細倉 岳
行政と住民によるまちづくりの中で地域コミュニテ
ィを維持するのに必要なこと―東京スカイツリー
のある墨田区とその住民によるまちづくりの事例
から― 高畑 佳苗
児童虐待が起こるメカニズム―社会的観点からみた
母親を取り巻く育児の現状― 本橋 麻衣
キラキラネームが増える背景―名付けからみる子ど
も観と子育て― 池田 理穂
現代の女子大学生が描くライフコースと職業意識―
大卒女性の職業継続の現状と展望― 媚山 知美
第三の場 ―都市生活に必要な「場」― 藤野 亜矢
痩身へと縛られる女性たち―ダイエットと摂食障害―
高谷 映理菜
【広田康生ゼミナール】
QOL向上のための移動の自由について―モビリテ
ィの意味から可能性を考える― 笠木 俊太朗
なぜ痩せたがる？どうしたら痩せる？―現代の“や
せ願望”要因と様々なダイエット法― 上野 瞳
男子の草食化から始まった現代の若者の男女価値観
野崎 莉奈
社会学的視点での現代ファッションの様相と変化―
被服行動とジェンダーフリーに視点を置いて―平林 健吾
レジャー（余暇）の変化と食―新しいサブカルチ
ャーとしての食― 星野 杏輔
欧州サッカーの動向に見るポストコロニアル状況に
ついて―アフリカ大陸からの欧州への移民選手の
事例から― 及川 翔
スティグマの社会学から見るひきこもり再考 桐山 豪史
大都市郊外における観光・アートによる街づくり―
調布市仙川の Aストリートを事例にして― 本多 文佳
【藤原法子ゼミナール】
フィルムコミッションと地域活性化―地域資源を活
かしたまちづくり― 唐澤 恵里香
日本とドイツにおけるサッカークラブの地域貢献―
ドイツ・ミュンヘン市をてがかりに― 下田 北斗
都市の発展に伴う人間関係の変化―武蔵小杉を事例
にあげて― 西村 拓也
スポーツを通じた地域コミュニティ形成 大野 由加里
ブームはどのように定番になっていくのか―登山
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ブームを手がかりに― 平間 佳奈
どのようにすれば住み良いニュータウンができるの
か―多摩ニュータウンが抱える問題とその解決策―
山本 啓介
銀座―盛り場としての街― 熊谷 葉月
新たなコミュニティの効果と条件と模索―有縁社会
への道のり― 鷲巣 貴裕
コミュニケーションから見る現代社会の実態―軽率
に扱われるコミュニケーション― 松崎 駿司
横浜が港町であり続ける理由 佐藤 由理
共存を考える―下北沢駅周辺地区を例として― 福田 和孝
ワーキングマザーの仕事と育児の二重負担―いかに
して夫婦で育児を行うか― 天野 博子
下町らしさとは何か―“情緒”と“人情”から東京
「下町」を読む― 大塚 汐莉
＜修士論文＞
日本の教育における中国系ニューカマーの子どもの
問題―首都圏に在住する中国系ニューカマーの子
どもと保護者へインタビューを通して― 胡 麗萍
福建省福州市の家族式移民に関する研究―トランス
ナショナリズム論に示唆を得て― 唐 風清
介護支援専門員による家族介護者支援の現状と課題
―ソーシャルワーク機能に焦点をあてて― 李 珠華
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